
付
帯
意
見
】

【（
１
）
教
育
課
程
の
編
成

に
つ
い
て

小
学
校
卒
業
に
代
わ
る、

節
目
の
行
事
を
行
う
な
ど

児
童
・
生
徒
の
成
長
の
機

会
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
域
の
伝
統
行
事
の

継
承
が
図
ら
れ
る
よ
う
配

慮
し
、
地
域
の
魅
力
が
失

わ
れ
な
い
よ
う
、
地
域
活

性
化
に
繫
が
る
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ま

れ
た
い
。

ー
９
年
間
の
段
差
の
な

い
一
貫
教
育
な
の
で
、
行

事
だ
け
で
成
長
の
飛
躍
は

期
待
で
き
な
い
。

渡
前
小
や
東
栄
小
の
獅

子
踊
り
は
、
保
存
会
に
今

後
ど
う
し
て
い
く
か
の
相

談
も
な
い
。

地
域
に
学
校
が
な
く
な

れ
ば
、
継
承
で
き
な
い
。

地
域
の
教
育
力
も
衰
退

す
る
。

（
２
）
教
育
環
境
の
整
備

に
つ
い
て

幼
保
小
の
円
滑
な
接
続

に
向
け
て
丁
寧
な
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
適
切
な

教
員
体
制
整
備
と
教
員
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組

み
、
環
境
変
化
に
適
切
に

対
応
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
整
え
ら
れ
た
い
。

ー
小
・
中
一
緒
だ
と
中

学
生
に
合
わ
せ
ら
れ
が
ち

で
、
管
理
的
に
な
り
、
幼

保
小
の
接
続
は
よ
り
難
し

く
な
る
。

３
つ
の
小
学
校
と
１
中

学
校
の
学
校
統
廃
合
で
、

対
生
徒
当
た
り
の
教
職
員

数
は
確
実
に
減
る
。

、

小
中
乗
り
入
れ
授
業
は

教
職
員
の
多
忙
と
な
る
。

（
３
）
通
学
支
援
対
策
に

つ
い
て

遠
距
離
通
学
の
児
童
・

生
徒
と
そ
の
保
護
者
の
負

担
軽
減
の
た
め
、
乗
車
時

間
に
つ
い
て
は
概
ね

分
30

以
内
を
目
途
に
し
、
乗
車

場
所
の
位
置
に
も
配
慮
さ

れ
た
い
。

ー
三
川
町
の
倍
の
面
積

に
学
校
が
一
つ
し
か
な
く

な
る
の
で
、
遠
距
離
通
学

は
最
大
の
デ
メ
リ
ッ
ト
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転

手
不
足
は
、
解
決
の
見
通

し
が
な
い
。

文
科
省
の
「
令
和
５
年

度

学
校
規
模
の
適
正
化
及

び
少
子
化
に
対
応
し
た
学

校
教
育
の
充
実
策
に
関
す

る
実
態
調
査

概
要

令

（

）」（

和
５
年

月
１
日
）
に
よ

11

れ
ば
、

【
統
合
後
に
お
け
る
通

学
時
間
が
最
も
長
い
児
童

生
徒
】

・
小
学
校

分
以
上

分

30

40

未
満

％
34

分
以
上

分

20

30

未
満

％
26

児
童
が
長
時
間
ス
ク
ー、

ル
バ
ス
で
通
学
す
る
場
合

、

、

疲
労
の
蓄
積

運
動
不
足

心
理
的
な
ス
ト
レ
ス
、
授

業
で
の
集
中
力
の
低
下
が

見
ら
れ
る
と
い
い
ま
す
。

子
ど
も
の

分
は
、
大

30

人
の
感
覚
と
較
べ
て
ゆ
っ

く
り
と
流
れ
、
年
少
児
ほ

ど
、
長
時
間
同
じ
姿
勢
で

座
り
続
け
る
こ
と
が
大
き

な
負
担
に
な
り
ま
す
。

学
校
の
な
い
と
こ
ろ
に

子
ど
も
は
い
な
く
な
り
、

学
校
統
廃
合
は
地
域
の
未

「

」

来
に
対
す
る
大
き
な

罪

と
な
り
ま
す
。
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11月 23人 14,890円
10月 34人 23,220円

義
務
教
育
学
校

委
員
中

委
員
が
賛
成

31

19

付
帯
意
見
は
義
務
教
育
学
校
の
デ
メ
リ
ッ
ト

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

青
山
崇
著
『
地
域
・
人
々
と
共
に
八
十
五
年
ー
世
の
た
め
人

の
た
め

（
３
４
１
頁
・
鶴
岡
書
店
・
１
５
０
０
円
税
込
）

』

青
山
崇
三
十
年
会
語

録
集
を
読
む

こ
の
間
「
青
山
崇
三
十

、

年
会
語
録
集
」
が
郵
送
さ

れ
て
き
た
。

山
形
市
に
住
む
青
山
先

、「

」

。

生
は

藤
島
人
で
あ
る

２
０
１
７
年
『
人
々
と

、

共
に
八
十
五
年
（
世
の
た

め
人
の
た
め
』
を
発
刊
し

）

て
い
る
の
で
、
紹
介
し
た

い
。先

生
は
、
中
山
町
の
魚

屋
の
生
ま
れ
で
、
子
ど
も

の
頃
は
魚
の
臭
い
が
し
み

つ
い
た
前
掛
け
、
行
商
に

出
た
母
を
、
妹
を
お
ん
ぶ

し
て
迎
え
に
行
く
、
肩
が

痛
む
、
に
く
い
母
、
こ
ん

な
記
憶
し
か
な
い
。

大
学
で
歴
史
を
学
び
、

人
間
の
生
を
切
り
開
き
、

歴
史
を
押
し
進
め
て
き
た

の
は
、
泥
ま
み
れ
に
働
い

た
名
も
な
い
民
衆
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
。

魚
屋
で
父
は
２
代
目
、

祖
父
の
代
は
行
商
で
店
も

な
く
、
間
借
り
生
活
で
あ

っ
た
。

父
の
代
に

畳
間
４
つ

10

と
店
の
あ
る
２
階
建
て
の

家
を
増
築
し
た
。

小
学
校
の
給
仕
か
ら
県

庁
勤
め
に
な
っ
た
叔
父
か

ら
、
就
学
前
に
小
学
１
年

生
の
国
語
や
算
数
を
教
わ

っ
た
。

別
の
叔
父
か
ら
は
、
将

棋
を
習
い
、
就
学
前
の
子

ど
も
に
し
て
は
良
く
指
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

、

時
々
店
番
を
さ
せ
ら
れ

店
の
前
に
タ
コ
が
湯
気
を

立
て
て
ぶ
ら
下
が
っ
て
い

る
。
店
で
コ
ッ
プ
酒
を
飲

ま
せ
て
い
た
。

「
お
っ
さ
ん
、
将
棋
を
し

て
僕
が
負
け
た
ら
タ
コ
足

１
本
あ
げ
る
。
お
っ
さ
ん

が
負
け
た
ら
１
本
買
っ
て

家
の
土
産
に
」
と
、
そ
そ

の
か
す
。

お
っ
さ
ん
は
、
こ
ん
な

子
ど
も
に
負
け
る
も
の
か

、

、

と
プ
ラ
イ
ド
も
あ
っ
て

コ
ッ
プ
酒
を
片
手
に
飛
車

落
ち
で
相
手
に
な
っ
て
く

れ
る
。

自
分
が
負
け
て
タ
コ
足

を
損
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
父
は
、

「
商
売
と
は
、
損
し
て
相

手
を
喜
ば
せ
て
も
う
け
る

」

。

も
の
だ
と
言
っ
て
い
た

（

）

つ
づ
く

藤
島
地
域
小
中
学
校
整
備
検
討
委
員
会
の
第

３
回
会
議
が

日
、
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン

14

タ
ー
で
開
か
れ
、
出
席

委
員
中

委
員
の
賛

31

19

成
多
数
で

「
義
務
教
育
学
校
の
整
備
に
賛
成
す

、

る
」
と
決
め
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
に
提
出
す
る
報
告
書
に
は
、

付
帯
意
見
６
項
目
を
決
め
ま
し
た
。

付
帯
意
見
は
、
義
務
教
育
学
校
の
デ
メ
リ
ッ

ト
に
対
す
る
意
見
に
も
な
っ
て
い
て
、
全
て
は

将
来
、
学
校
が
ど
う
す
る
か
で
、
市
教
委
が
責。

任
を
も
っ
て
解
決
で
き
る
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん



岐
阜
県
山
県
市
で
は
、

や

ま

が

た

し

複
式
学
級
の
あ
る
小
規
模

校
を
統
廃
合
せ
ず
に
維
持

す
る
「
山
県
方
式
」
を
２

、
や
ま
が
た

、

０
２
３
年
度
か
ら
実
践
し

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
県
市
は
人
口
約
２
万

５
０
０
０
人
で
、
小
学
校

が
９
校
中
５
校
に
複
式
学

級
が
あ
り
、
中
学
校
は
３

校
で
、
い
ず
れ
も
小
規
模

校
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

新
生
児
は
２
０
２
１
年

度
に

人
と
１
０
０
人
を

98

下
回
り
、
市
内
の
保
護
者、

等
２
０
０
０
人
を
対
象
に

「

」

今
後
の
教
育
へ
の
期
待

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
１
学
級
あ

た
り

～

人
の
少
人
数

15

25

、

教
育
を
求
め
る
声
が
多
く

検
討
委
員
会
は
、
小
規
模、

校
の
き
め
細
か
な
指
導
と

近
隣
校
の
仲
間
と
の
学
習

を
両
立
さ
せ
る
仕
組
み
づ

く
り
を
、
市
教
委
に
提
案

し
ま
し
た
。

５
、
６
年
生
が
週
３
回

校
の
小
中
学
校
を
、

12
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し、

て
児
童
生
徒
が
行
き
来
し

ほ
か
の
学
校
と
の
合
同
授

業
を
し
て
、
生
徒
が
一
緒

に
学
べ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

い
わ
桜
小
の
全
校
児
童

は

人
。
う
ち
５
、
６
年

27
、

、

生
は
昨
春
か
ら
週
３
回

美
山
小
を
訪
れ
「
社
会
」

、

「
英
語
「
体
育
」
で
合
同

」

授
業
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

体
育
や
音
楽
、
英
語
の

合
同
授
業
は
高
評
で
、
運

動
会
や
修
学
旅
行
等
の
合

同
実
施
に
ま
で
、
活
動
は

広
が
っ
て
い
ま
す
。

、

山
県
方
式
実
施
１
年
は

子
ど
も･
保
護
者･

教
職
員

の
い
ず
れ
も
「
成
果
あ
り

、

ー
継
続
」
の
評
価
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
で
、
小
規
模
小
学

校
で
の
地
域
の
伝
統
芸
能

も
、
し
っ
か
り
守
り
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

合
同
授
業
の
後
は
、
自

分
の
学
校
に
戻
っ
て
こ
ら

れ
る
と
い
う
「
安
心
感
」

が
良
い
と
言
い
ま
す
。

鶴
岡
市
の
教
育
委
員
会→

は
、
過
疎
化
・
少
子
化

学
校
統
廃
合

さ
ら
に
少

→

子
化
が
進
む
と
い
う
悪
循

環
、
負
の
サ
イ
ク
ル
か
ら

抜
け
出
せ
ま
せ
ん
。

（

）

２
つ
の
小
学
校

１
年
生

の
交
流
授
業
（
音
楽
）

（

）

２
つ
の
小
学
校

６
年
生

の
合
同
授
業
（
社
会
）

近
年
は
、
基
礎
控
除
額
を

万
円
引
き
上
げ
て
給
与

10所
得
控
除
を

万
円
引
き

10

下
げ
て
逃
げ
た
ん
だ
。
だ

か
ら
、
年
給
与
が
同
額
で

も
所
得
が

万
円
増
え
る

10

事
に
な
る
。

▲
と
い
う
事
は
、
所
得
割

を
使
う
課
税
等
は
金
額
が

増
え
る
訳
だ
が
、
今
回
の

「
所
時
の
壁
」
は
課
税
所

得
金
額
が
大
き
く
減
る
事

に
な
る
。
従
っ
て
、
国
税

も
地
方
税
も
額
が
小
さ
く

な
る
の
だ
。
そ
れ
で
、
県

知
事
達
が
収
入
不
足
で
予

算
組
め
ネ
～
と
騒
ぎ
始
め

た
と
い
う
事
こ
れ
は
国

。

「

民
の
要
求
」
に
対
す
る
ど

（

）

っ
か
か
ら
ザ
イ
ム
省
？

の
差
し
金
も
？

。

▲
国
地
方
で

％
の
課
税

15

「
兆
」
と
つ
く
収
入
不
足

と
な
れ
ば
、
税
額
の
９
倍

近
い
お
金
が
社
会
を
潤
す

事
に
な
る
か
ら
景
気
が
良

く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

与
党
が
国
民
の
要
求
を
聴

い
て
る
の
だ
か
ら
、
地
方、

が
税
収
が
減
る
分
は
当
然

地
方
交
付
税
で
補
っ
て
貰

う
こ
と
で
す
（
石
川
）

。

貝
原
は
「
女
三
従
の
教

え
」
の
『
女
大
学
』
だ
け

流
布
し
た
の
で
、
農
学
者

で
あ
る
こ
と
は
余
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。

以
上
の
人
々
な
ど
の
先

行
研
究
と
、
明
治
前
中
期

に
老
農
に
よ
っ
て
改
良
さ

れ
た
農
業
技
術
を
集
積
・

体
系
化
し
た
も
の
が
明
治

所
得
の
壁
と
収
入
不
足

今
回
の
総
選
挙
で
自
公

は
、
過
半
数
割
れ
に
追
い

込
ま
れ
た
。
こ
の
歴
史
的

な
出
来
事
は
、
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
に
よ
る
ス
ク
ー
プ
が

大
き
く
影
響
し
た
と
認
め

ら
れ
て
い
る
。
特
に
選
挙

後
半
に
出
さ
れ
た
「
非
公

認
候
補
に
も
２
０
０
０
万

円
を
出
し
て
い
る
」
と
い

う
報
道
が
、
国
民
の
審
判

に
影
響
し
た
と
い
う
。

▲
結
果
、
野
党
の
協
力
を

貰
わ
な
い
と
法
案
が
通
ら

な
い
の
で
、
国
民
の
要
求

の
中
で
は
も
っ
と
忙
し
い

「
紙
の
保
険
証
を
残
せ
」、

と
い
う
事
が
あ
る
ん
だ
が

野
党
の
選
挙
公
約
の
中
か

ら
「
所
得
の
壁
」
と
言
わ

、
れ
る
金
額
を
ど
う
し
よ
う

か
と
の
協
議
に
入
っ
て
い

る
。
と
い
う
事
は
、
部
分

的
に
こ
の
党
か
ら
協
力
を

貰
い
た
い
と
の
表
明
か
。

▲
報
道
で
見
る
よ
う
に
所
「

得
の
壁
」
は
い
く
つ
も
あ

り
、
何
処
で
決
着
を
つ
け。

る
の
か
が
楽
し
み
で
あ
る

島
野
嘉
作
の
生
地
・
福

岡
県
は
、
農
書
が
著
作
さ

れ
る
江
戸
初
期
か
ら
農
業

の
先
進
県
で
あ
っ
た
。

筑
前
国
は
有
名
な
黒
田

節
の
黒
田
藩
領
で
、
藩
士

で
そ
れ
を
担
っ
た
貝
原
益

軒(

１
６
３
０
～
１
７
１

４
）
で
、
〝
女
三
従
の
教、

え
〟
だ
け
が
流
布
し
た
が

『
大
和
本
草
』
で
植
・
動

・
鉱
物
の
解
明
し
た
。

同
藩
士
・
宮
崎
安
貞(

１

６
２
３
う
る
～
１
６
９
７)

は
、
藩
士
を
辞
し
て
農
法

を
研
究
し
、
日
本
最
初
の

農
業
発
行
書
で
あ
る
『
農

業
全
書
』
発
刊
し
た
。

著
名
な
農
学
者
が
出
て

い
る
。

農
法
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
福
岡
農
法
で

も
あ
っ
た
。

そ
の
指
導
者
は
林
遠
里

(

は
や
し
え
ん
り
：
１
８
３

１
～
１
９
０
６)

と
、
横
井

時
敬(

よ
こ
い
と
き
よ
し
：

１
８
６
０
～
１
９
２
９)

で

あ
る
。

林
は
福
岡
生
ま
れ
の
労

農(

篤
農
家)

で
、
輸
入
農

学
と
は
独
立
し
て
民
間
の

明
治
農
法
を
作
っ
た
。

彼
を
中
心
に
他
の
老
農

た
ち
と
「
農
談
会
」
を
開

き
、
私
塾
「
勧
農
社
」(

１

８
８
４)

を
創
っ
た
。

寒
水
浸
・
土
囲
法(

か
ん

す
い
づ
け
・
つ
ち
が
こ
い

ほ
う)

を
生
み
出
し
た
。

寒
中
稲
の
種
子
を
水
に

浸
し
，
あ
る
い
は
土
壌
中

、

、

に
貯
蔵
し
て
芽
だ
し
し

春
時
に
播
種
す
る
こ
と
に

よ
り
，
収
穫
増
加
を
目
指

す
農
法
で
、
そ
の
書
『
勧

農
新
書
』
を
発
行
し
、
名

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

東
田
川
史
跡
物
語

明
治
前
の
福
岡
農
法
①

青
山

崇

「
複
式
学
級
の
あ
る
学
校
」
も
統

廃
合
し
な
い
岐
阜
県
山
県
市

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
、
週
２
、
３

回
、
他
校
と
の
合
同
授
業


